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改善計画
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愛拶を通した達成
感・自己肯定感の育
成

・児童・生徒・教職員による「朝の
（スマイルアクション）グリーティン
グ（SAG）」の実施
・児童会と生徒会を中心とした小中学
校の交流機会の設定。

中学生に（アクションをつ
けて笑顔で）愛拶ができた
と実感できた児童

45 32.5 72 Ｃ

○アンケート結果では,32.5と目標値を下
回っている。しかし，学年別で見ると1年
生では80％，３年生で71.3％，4年生で
50％と肯定的な評価の高い学年も見られ
る。今年度は,新型コロナウイルス感染症
も5類へと移行したことで小中での関わり
を増やすことが出来ている。挨拶だけでな
く,中学生がけがした小学生を保健室に連
れてきてくれたり，登校の際に声をかけて
くれたりする姿も見られる。今後も小中の
つながりを大切にした取り組みを進めてい
く。

○

・同じ敷地内にある中学校との連携を深めるな
ど，立地を活かした教育活動が展開されており，
６年間＋３年間の育成方針が大切であると感じ
た。
・「チーム久保」として久しぶりに活動開始とな
る。空白時間が長かったので戸惑いのある中，お
互いに協力していくことが大切である。
・意図的な交流としてひまわりを一緒に植える活
動がある。こうした活動を日頃から普通に出来る
ようになれたらよい。

・2学期以降も中学校と交流できる機会を設
定していく。特に挨拶運動や避難訓練，地
域貢献活動などの一時的な活動だけでな
く，日常の活動（例えば校内清掃など）に
おいても交流できるように保健主事や生徒
指導主事と連携して場を設定していく。

令和５年度　学校評価表

学校教育目標 確かな学力を身に付け，心豊かにたくましく，ともに学ぶ児童の育成　～１５０年分の感謝を込めて！チーム・笑顔・挨拶～

a 　ミッション 〇　小中連携教育を通した主体性・協働性を育む教育の推進 a 　ビジョン
◯　「自ら学ぶ子」「ともに学ぶ子」を育てる学校
◯　通ってよかった・通わせてよかったと実感できる安心・安全な学校
◯　児童が憧れ頼れる教職員を育成する学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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「主体的な学び」を
促す授業づくりを進
め，基礎学力の定着
と思考力・判断力・
表現力の育成を図
る。

主体的に学ぶ力の育成

○算数科を中心に「ほめ」と「対話」の
ある授業を実践する。
・算数的な見方・考え方をほめる。
・主体的な態度をほめる。
・児童同士の関わりのある場を設ける。

○学期末のテストと学期末実
力テストにおいて，クラスの
平均点を，目標値（学期末テ
スト：低学年９０％・高学年
８０％以上，学期末実力テス
ト：低学年８５％・高学年７
５％以上）にする。
○標準学力調査（１２月）に
おいて，クラスの平均点を全
国平均以上にする。
○主体性に関するアンケート
を，目標値以上（４段階評価
の内，３以上の評価をした児
童８０％以上）

＜学期末テスト＞
１年生：９０
２年生：９０
３年生：９０
４年生：８０
５年生：８０
６年生：８０

学校合計　５１０

＜実力テスト＞
１年生：８５
２年生：８５
３年生：８５
４年生：７５
５年生：７５
６年生：７５

学校合計　４８０

＜標準学力調査＞
１年生：82.0
２年生：70.0
３年生：71.1
４年生：68.3
５年生：60.0
６年生：71.6

学校合計　423.0

＜主体性に関するアン
ケート＞

４段階評価の内，３以上
の評価をした児童８０％

以上

アンケート自己
評価結果：８５

理由記述と行動
観察：５０

＜学期末テスト＞
１年生：88
２年生：94

３年生：92.5
４年生：85.5
５年生：76.3
６年生：90

学校合計　526.3

＜実力テスト＞
１年生：73.7
２年生：82.3
３年生：75.5
４年生：74.4
５年生：70.5
６年生：79.6

学校合計　456

＜標準学力調査＞
12月実施

＜主体性に関するアン
ケート＞

４段階評価の内，３以上
の評価をした児童81.9％

103

95

102

B

○学期末テストの結果はほとんどの学年で
目標値に達している。一方で，実力テスト
の結果は目標値に近い学年が半分であっ
た。文章の読み取りや表の見方に課題のあ
る児童がいた。また，単位換算や図を適切
に読み取ったあとに，正しく立式する力に
も課題があった。既習内容を活用する力
や，問題場面を的確にイメージする力をさ
らに付けていく必要がある。

○主体性について，特に「算数の学習に自
信がある」とした児童が増えた。年度初め
に「ほめ」と「対話」のある授業の在り方
について校内研修を行ったり，授業研究を
実施したりすることで，職員のイメージを
共有し，実践していることが，児童の自
信・主体性の向上につながっていると考え
られる。

○

・算数科は見方・考え方をほめるという指導方針
が素晴らしいと思った。この取組が全ての教科の
見方・考え方にスポットを当てた授業づくりにつ
ながれば「主体的な学び」を促す授業実践になる
と考える。
・「ほめる」という事で児童はやる気になるし，
「対話」する事で自分の考え方を伝えることが出
来る。達人になるために，とにかく経験値を増や
すしかないと考える。お互いに気持ちよくなるこ
とが大切である。
・「ほめ」と「対話」にこだわって学校全体で取
り組み，成果を上げていることが分かる。
・テストでの成果については，学年で格差があ
る。基礎的な知識技能にこだわって，小中合わせ
て取り組んで行けるとよい。

・教材研究をしっかり行い，ほめどころに
対してほめの手立てを講じることを徹底す
ることで，児童の見方・考え方が深まるよ
うにする。
・対話について，教職員の意識や捉え方に
差があるため，対話の種類を４種類に絞っ
て，具体的な問い・具体的な児童の姿をイ
メージして授業を行っていく。
・キラキラタイムの記述の視点を明確にし
て，自己の気づきや成長・生活とのつなが
りを表す力が付くようにする。
・トレーニングタイムの時間で音読やフ
ラッシュの反復学習に全学年で取り組み，
基礎学力が定着するようにする。

豊
か
な
心
と
体
の
育
成

対話を通したコミュニケー
ション能力の育成

○「久保のこだわり」を実践する。
※「久保のこだわり」とは，ていねいな
言葉遣いについて指標に表したものであ
る。
○児童の実態に合わせて課題意識を喚起
し「久保のこだわり」の価値や意味につ
いて考えさせ,指導を徹底する。
・アンケートの実施
・挨拶に対する自己評価とその理由の共
有
・挨拶見える化運動の掲示

○アンケートで肯定的な回答
をした児童の割合
・肯定的な回答をした児童数
÷全校児童数×100

○理由の記述や行動観察から

肯定的に評価できる児童の割
合
・肯定的評価の児童数÷全校
児童数×100

アンケート自己
評価結果：７８

理由記述と行動
観察：55.5

91.7
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○アンケートによる自己評価を分析する
と，中学生に対する挨拶の項目が極端に低
く，それ以外の友達や先生，お客様への挨
拶や，言葉づかいに関する自己評価は高
かった。児童会を中心に挨拶運動をしてい
るが，その成果が上がっていると考えられ
る。今後の課題は，同じ敷地内で生活して
いる中学生との関係作りである。２学期以
降の取り組みで，中学校とのつながりを意
識した挨拶運動を，児童会を中心に展開し
ていく予定である。

○今年度は，丁寧な言葉遣いや挨拶の価値
や意味にも気づき，実践に生かしていきた
いと考えた。子どもの記述には，「挨拶を
するとうれしい気持ちやすっきりした気持
ちになる」とか，「自分が挨拶をしたら相
手もしてくれてうれしい」といった，価値
に気付く記述も見られた。想定していたよ
り多くの児童がそこに気付けたことは成果
であるが，「人とのつながりを作る」とい
う視点で久保のこだわりをとらえる児童が
少ないことが課題である。人とのつながり
を深める取り組みとなるよう，児童の発案
をもとにさらに充実させていく。

・「久保のこだわり」にとことんこだわって欲し
い。よい結果が生まれると考える。
・自己肯定感が高まる教育活動に期待している。
・「挨拶」はお互いが気持ちよくなることが大事
なことだと考える。
・「久保のこだわり」として丁寧な挨拶が主体的
にできていることは中学生にもよい影響があると
感じている。一緒にする行事や挨拶運動を更に進
めて欲しい。
・「中学生に対して」というと遠慮があるのか
ハードルが高いのかもしれない。中学校としても
「小学生へ」を意識して取り組みを進めて欲し
い。

・中学校とのつながりを生み出す取組をす
すめる。地域貢献活動に向けた取組をきっ
かけとして，同じ地域に住む小学生と中学
生が顔見知りになり，自然と挨拶ができる
ようにしていく。また，小学校の児童会と
中学校の生徒会で，オンライン会議を行
い，互いの取組を共有したり相談したりす
る機会を設け，いっしょに挨拶運動を進め
ていく。
・ふり返りを生かして，次の目標を立てさ
せる。

自己の体力を伸ばす子供の
育成

○新体力テストの結果から自らの課題を
見いだし，課題克服に向けたトレーニン
グを行う。
・新体力テストの結果から、本校の課題
である「長座体前屈」「握力」「５０ｍ
走」に絞り，その中から自分の課題が何
かに気付く。
・体育の授業開始時に，各自の課題克服
のためのトレーニングを行う。
※１２月，課題種目に関しての新体力テ
ストを行い，成果を見取る。
○運動好きの児童を増やすための授業を
実践する。
・体育授業において，主運動の時間を30
分以上確保する。
・運動に関するアンケートを実施する。

○第２回目の測定において，
課題種目に関して，第１回目
測定の数値から以下のパーセ
ンテージ分記録が伸びた児童
の割合。
・「長座体前屈」…　７％
・「握力」　　　…１５％
・「５０ｍ走」　…　５％

○アンケート
「体を動かすことは好き
だ。」

課題克服
80

アンケート
８５

課題克服
２学期より実施

アンケート
86.3

・体育の授業での取組が休憩時間の遊びに繫がっ
ている。遊びの中で自然とトレーニングする流れ
は出来ていると思われる。
・「好き」こそものの上手なれである。体を動か
すことが好きという児童の割合が高いことが素晴
らしい。

○課題克服に向けたトレーニングの実施
・「長座体前屈」「握力」「５０ｍ走」を
９月の体育で周知し，１０月から児童個々
で課題を設定し，トレーニングを行う。
・体育安全委員会を中心に，大休憩に各種
目の測定を行う。（意欲の喚起及び継続）
・児童の記録用紙「パワーアップシート」
に個人の伸びを記録させ，成果を実感でき
るようにさせる。（意欲の喚起及び継続）

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。
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○アンケートの結果から，「運動をするこ
とは得意」「体を動かすことは好き」であ
る児童が増えていることがわかった。主運
動の時間を十分に確保することで，体育科
授業における児童の「わかった」「でき
た」に繋がったと考えられる。
○「体を動かすことは気持ちいい」という
項目では，若干ではあるが，数値が下がっ
ている。
※アンケート４月と７月を比較
○課題克服については，新体力テストを基
に，夏季休業中にIPU環太平洋大学と連携
を取り，２学期から取り組めるようにす
る。

○

様式1

久保中学校とともに


